
                地域密着型金融の取組事例（平成 28年度） 

92 

 

 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(12) 農家台帳を活用した農業振興計画の実行 

ＪＡ山武郡市（千葉県） 

 

 

新規 継続 

○ 
 

（平成 年 月） 

 

1 動機 

（経緯） 

農業者等の経営支援を重点取組事項の一つとして位置づけ、その中で、農家台帳

を活用した農家振興計画を進めています。 

具体的な取組事項としては、「米の生産・集荷に係るコスト効率向上」「山武主要

品目の強化」「地域貢献する農業活動の推進」に取り組もうと 28 年度よりプロジ

ェクトを開始しました。 

2 概要 ① 米の生産・集荷に係るコスト効率の向上 

五百川・萌みのり・とよめき等の栽培普及試験を実施。 

鉄コーティング灌水直播栽培、密苗栽培の普及試験を実施。 

定温集約倉庫を新設。等々 

② 山武主要品目の強化 

栽培マニュアルと経営シミュレーションツールを構築し、現在運用中。 

他産地との連携によるプレミアムネギの出荷。 

食育ソムリエを中心とした販売活動の実施。等々 

③ 地域に貢献する農業活動の推進 

給食センターへの食材提供。 

直売所「緑の風」の消費者対象に料理教室、収穫体験を開催。等々 

3 成果 

（効果） 

地域の中核的な担い手と成りうる農家（拡大志向農家 1,000 万円農家等）を農家

台帳システムから選定しました。 

選定した農家に「目指す所得、売上、経営規模」と「目指す姿に向けた課題」の

ヒアリングを実施しました。 

(農家の選定 813戸 経営実態ヒアリング 71戸) 

4 今後の予

定（課題） 

農家へのソリューション 

現状改善すべき課題（栽培技術・反収向上等）と目指す姿（規模拡大）に向け必

要な課題（農地集積・労働力確保等）を農家台帳システム・経営シミュレーショ

ンを活用し抽出し、抽出した課題を踏まえ、農家にソリューションの提案をしま

す。 
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